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【解答】3 

1…プリアサインメントは、予め通信回線を設定しておくものです。 

2…SCPC方式では、シングル・キャリア・パー・キャリア、つまり 1 チャネルを 1 搬送周波数に割り当てます。 

4・5…説明が互いに逆です。 
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【解答】5 

午前の問題と同じ文章で問われる個所を変えただけの問題です。正しく覚えておきましょう。 
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【解答】2 

右側の 5本の抵抗は、「3Ωと 18Ωの中点」と「4Ωと 24Ωの中点」に 2Ωが接続された、ブリッジ型回路になっ

ています。1 陸特の試験問題ではブリッジが平衡している場合が殆どなので、平衡条件を確認します。すると 3

×24＝4×18 なので、このブリッジ回路は平衡しており、中点の 2Ωは撤去しても短絡しても回路の挙動は変わ

らないことが分かります。したがってこれを撤去してみると、「『3Ωと 18Ωの直列』と『4Ωと 24Ωの直列』の

並列」であることが分かるので、この部分の合成抵抗は（21×28）÷（21＋28）＝12Ωとなり、上下の 12Ω×

2 を足すと、回路全体では「45Ωと 36Ωの並列」であること分かります。 

以上から、並列抵抗の計算式より、（45×36）÷（45＋36）＝20Ωと求まります。 
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【解答】3 

このような回路は、RL（や RC）の直列部分のインピーダンスを求め、次いで回路に流れる電流を求め、最後に

オームの法則から電圧＝電流×抵抗で値を求めます。 

C のリアクタンスは、X=2πfLで求められるので、値を入れると、 

X = 2𝜋 × 50 ×
80

𝜋
× 10−3 = 8 

となり、8Ωと求まります。RC や RLの直列合成インピーダンスは「2 乗和の√」なので、 

𝑍 = √62 + 82 = √100 = 10 

から 10Ωと求まります。したがって回路に流れる電流は 200［V］÷10［Ω］＝20［A］ですから、抵抗の両端

の電圧は 20［A］×6［Ω］＝120［V］です。 

 

※解きやすい考え方のヒント※ 

 

「2乗和の√」を計算するために電卓を使用することができないため、「3：4：5」の直角三角形を使うのが試験

の定番です。Rが 6Ωということから、おそらくC は 8Ωで「6：8：10」だろう、と察しがつきます。これより

200［V］÷10［Ω］＝20［A］で、恐らく 120V だろうなと予想が付きます。 
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【解答】1 

電波の正体は、互いに直交する電界と磁界です。 

v をε0 とμ0で表すと、 

𝑣 =
1

√𝜀0𝜇0
 

の関係があります。 

自由空間の固有インピーダンスは、E/Hです。 
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【解答】2 

PLL は、位相比較器に入る 2つの信号周波数が常に等しくなる状態で安定するように動作させます。 

まず水晶発振器が 10MHｚ、固定分周器 1 が 1/5 ということから、位相比較器に左から入る信号は 2ＭＨｚで

す。つまり、「電圧制御発振器の出力を、固定分周器 2と可変分周器で分周した結果が 2ＭＨｚ」になればいいの

で、2×57×4＝456［ＭＨｚ］です。 
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【解答】4 

同軸ケーブルの特性インピーダンスＺを求める計算式は非常に難しいのですが、1 陸特で出題される場合はこの

式を覚えておけばＯＫです。 
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【解答】5 

1…位相は一周 360 度＝2πですから、2 値符号に対して 180 度＝πの位相差になります。 

2…4 相は 4 個の位相点を取ります。 

3…原点を通らないため包絡線の変動が緩やかになります。 

4…2 相 PSK は一度の変調で 2 点＝2進数 1 桁、8 相 PSK は一度の変調で 8 点＝2進数 3桁の情報量を送ること

ができるため、3÷1＝3倍の情報量です。 
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【解答】4 

1…拡散後の周波数帯域は広くなります。 

2…複数の伝送情報を、拡散したうえで「広く薄く」重畳させて伝送する方式なので、とうぜん複数の信号が混在

できます。 

3…拡散信号と同じ信号が無いと復号出来ないため、拡散信号を秘匿することで傍受されにくく秘話性が高くな

ります。 
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【解答】5 

F=1＋Te/To を計算するだけです。 

Te＝290［K］、To については周囲温度が 17℃なので絶対温度では 273＋17＝290［K］であることから、F=1＋

１＝2 と求まります。これを dB に直すと、3ｄB＝2倍より、答えは 3dB と求まります。  
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【解答】1 

OFDM は、高速大容量のデジタル伝送データを、大量の低速なデータに分割して並列伝送する方式です。した

がって、単一キャリアのみを用いて送る方式に比べると伝送シンボルの継続時間（伝送時間）が長くでき、遅延

波の影響が軽減できます。（信号継続時間が長いということは、複数の伝搬経路が存在することによるパルス遅

延の影響が相対的に小さくなる） 

ガードインターバルは、「インターバル」というくらいなので空き時間を意味します。時間的に連なる伝送データ

（シンボル）の間にガードインターバルを挟むことで、時間的に遅れて届く遅延波との混信を避けることが期待

できます。 

以上より、選択肢B は「ガードインターバル」選択肢 Cは「シンボル間干渉」です。 
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【解答】1 

ランダム誤りは、ランダムに発生する雑音、つまり熱雑音による影響によるものが支配的です。 

送信側において送信符号を入れ替える処理をインターリーブ、それを元に戻す処理をデインターリーブと呼びま

す。 
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【解答】3 

VSAT システムは、宇宙局（人工衛星）と地球局（可搬型のユーザー局）のほか、信号中継や人工衛星の制御監

視、回線制御などを行う制御地球局が必要です。 
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【解答】2 

直接中継方式は、言葉の通りマイクロ波のまま増幅する方式です。 

再生中継方式は、一旦電波に含まれている信号を再生し、波形整形などを行ってから再度電波にするため、波形

ひずみ等が累積されないという特徴があります。 
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【解答】5 

方位分解能を向上させるためには、出来るだけ電波のビーム幅を狭く一方向に集中して放出する必要があります。 
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【解答】4 

パルスレーダーは送信と受信を繰り返していますので、時間的に直ぐに戻ってくる近くの物標からの反射波が送

信中に戻ってきてしまうと、その信号は検出することができません。したがって、「90mを往復、つまり 180m の

間に電波が進むのにかかる時間」がパルス幅です。これを計算すると、180/(3×108)＝0.6［μs］と求まります。 
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【解答】3 

アンテナは、一方向に鋭く電波を出すほどエネルギーが集中でき利得が大きくなります。これは、アンテナの物

理的な大きさと電波の波長の倍数におおむね比例します。つまり、アンテナが大きいほど、そして波長が短いほ

ど利得が大きくなります。したがって、「波長に比例」ではなく「波長に反比例」が正しい記述です。 
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【解答】1 

S はλ/2 程度のときにサイドローブが少なく、単一指向性となります。このとき、合計 3 個の鏡像アンテナによ

る電界成分が合成されるため、利得が大きくなります。 
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【解答】4 

1…Vr/Vf です。 

2…整合しているとき、電圧反射係数は 0 です。 

3…反射が大きいと VSWR の値は大きくなります。 

5…整合していると定在波が存在しません。 
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【解答】2 

これは暗記問題です。等価地球半径係数 K が 1 の場合は選択肢 2 の式、K が 4/3 の場合は選択肢 4 の式を用い

ます。 

 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】1 

与えられた公式に代入して計算するだけです。 

d の単位はメートルなので、d=4000［m］ 

波長の値は、λ＝c/f より、（3×108）÷（7.5×109）＝0.04［m］より、 

Γ0 = (
4𝜋 × 4000

0.04
)
2

= 𝜋2 (
4000

0.01
)
2

= 10 × 4000002 = 1.6 × 1012 

となるので、この真数を dB 値に直したものが答えです。 

2 倍が 3dB ですから、1.6 倍は 3dB 弱程度であることが分かります。また、1012は 120dB ですから、123dB 弱

が正解となり、122dB であろうということが求まります。 
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【解答】2 

サイリスタは、ゲート電流でアノード電流を制御するスイッチング素子です。 
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【解答】3 

信号処理系が正常に扱うことができる最小の信号と最大の信号の比をダイナミックレンジと呼び、これが大きい

ほど微小な信号から大きな信号まで正しく測定できる測定器であるということになります。 

互いに周波数が接近している複数の信号が入ると、相互変調によって信号が互いに影響しあってしまいます。こ

れを十分な分解能で分離できることが高性能な測定器として必要な条件です。 
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【解答】5 

まず選択肢 A ですが、これは「被測定系（送受信装置）」とあり、また変調器に入力する信号であることから、

搬送波発振器であることが分かります。B は、測定系の信号発生回路なので、クロックパルス発生回路です。 

選択肢 C は、測定系送信部と同じパルスパターンを発生するパルスパターン発生器です。 


